
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

高校生の 進学意 識の 差異

一 全国公 立高校の 調査 （1999年）か ら一

○武内清 （上智大学） ○浜 島幸司 （上智大学大学院）　 深谷 昌志 （東京成徳短期大学）

1．調査 の 意図 とサ ン プ ル の 構成

　 21 世紀を前に して 、社会や教育の あり方が

大き く変わ りつ つ あ る 。 社会と教育の接点 に、
生徒の 進路意識 が ある。変化の 時代の 中にあ っ

て 、高校生 の 進 路意識の 実態 を明 らかに した い

とい うの が本調 査の 目的で あ る。高校生 の 進路

意識の 全体像を明 らか にするだ けで な く、高校

や生徒 の 中の 差異や分化 に も注 目 した い 。高校

生 の 進路意識 は、地域、親の 学歴、学校、性別、

成績等の 要因に よ っ て 分化 して い る。

　現在全国に 高校は 5481校あ る （1999年度）。
一

部 の 大都市を除 き 4 年制大学 へ の 進学 の 高

い 実績が あ る の は 、全 国的 に み れ ば私立 高校で

は な く公 立 高校で ある。そ こ で今回 は公 立 高校

の 生徒 を対 象に進 路意識 に関する調査 を実施

した。

　全 国を 7 つ の ブ ロ ッ ク （北海道、東北、関東、

中部、関西 、中四国、九州）に分 け、それ ぞれ

の ブ ロ ッ ク か ら原則 と し て 2 校ず つ 対象校を

選 定した （関東 と関 西 はそれ ぞれ 1 校）。 それ

ぞれの ブ ロ ッ ク で 、大学進学者 の 多 い 学校で 調

査 を実施 した 。 対象 は高校 2 年生 。 調査時 期は

1999 年 2 月〜3 月。1 年先の 受験を具体的 に意

識 しは じめる時期 の 調査で ある。4266 名か ら

回答を得た。

　調査対象校 の 特質 とサ ン プ ル 数 を表 1− 1 に

示 し た。

表 1−1　調査 対象校の 特質

学校 略号 A B C D E F G
所在 地 北海道 北海道 東北 東北 関東 中部 中部

4年制大学進学希 望率 87．146 ．590 ．076 ．487 ．986 ．3929

難関大学進学希望率 52．11L728 ．017 ．850 ．469 ．039 ．8
セ ン タ

ー試験受験希 望率 77．65 α 262 ．361 ，163 ．390 ，580 ．3

中 3 の 成績 （上） 42．9 1．944 ．6 6．844 ．073 ．950 ．4

第 1 志望入 学率 59ユ 19．765 ，242 ．560 ．283 ．463 ．6
父親 大学卒 47．935 ．958 ．729 ．649 ．762 ．239 ．5

母親大学短大卒率 38．835 ．147 ．629 ．942 ．455 ，940 ．5

東大 ・京大合格者数 0 0 0 0 1 25 5
浪人率 （平成 10年度 ；％） 28 6 12 16 37 45 17

サン プ ル 数 389368281292266319380

学校グル
ー

プ A C B C B A B

学校略号 H 1 J K L 計

所在地 関西 中四国 中四 国 九 州 九 州
4年制 大学進学希望 率 95，184 ．384 ．595 ．25 生 484 ，3
難関大学進学希 望率 72．230 ．815 ．276 ．9 ’

　 20．640 ．3

セ ン ター試 験受験希望率 88．680 ．976 ．386 ．924 ．372 ．6

中 3 の 成績 （上） 80．830 ．8 6．075 ．52 ．037 ．7

第 1 志望入学 率 70．169 ．426 ．872 ．620 ．153 ．4

父親大学卒 54．248 ．843 ．168 ．733 ．347 ．6
母 親大学短大卒率 52．142 ．642 ，154 ，629 ．442 ．0

東大 ・京大合格者数 32 1 0 12 0 76

浪人 率 （平成10年度 ・％） 一 36 5 39 8 23
サ ン プ ル 数 3453644024244364266

学校グル
ープ A B B A C
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　調査対象校 を 、 高校入学時 の 学力や大 学進 路

実績等 に よ っ て ABC の 3 つ の グル
ープに分 け、

高校間格差 （グル
ー

プ）の 指標 と して 分析 に使

用 し た。4 年制大学進学希望者 の 平均は A グル

ー
プ校で は 93．3％、B グル ープ校で は 87．8％、

C グル
ープ校 では 54．9％ と 、 今回の調査対象校

は、日本の 全体 の 学力 レ ベ ル か らす ると中の 上

以上 の 高校で ある 。

2．高校生 の 進学意識 の 特質 と差異の概 要

　 全 体的な結果は、堅実な高校生が多 く存在す

る とい う こ とで あ っ た 。 大学受験 を 1年後に控

えなが ら、受験勉強が普段の 生活 を圧迫 し高校

生活を暗 くして い る様子 は伺 えない。8 割近 く

の 生徒 は何 らか の 楽 しみ を学校 に見 出 して い

る。受験 の こ とが気に なっ て 仕方が ない 生徒 は

2割 と少 ない
。 塾や予備校に行 っ て い な い 生徒

は 8 割に も及 ぶ。「有名大学 」 や 「偏差値の 高

い 」 大 学 よ り、「自分の 希望す る学部」 の ある

大学に進学 した い とす る も の が 8 割以上 い る。

そ し て 、1 年先 には 、セ ン ター試験 を受 け て 大

学に入 ろ うとす るもの が 7 割以上 い て 、推薦入

学で 大学に 入ろ うとす るもの は 1 割で ある。

　大都市 だ け で若者や高校生 の 生態や意識 を

見て い る と、以前 と変わ っ た と思 うこ とも少 な

くな い が、全 国的 には、昔 と変わ らな い 高校生

活が営まれ て い る こ とをデー
タは語 っ て い る 。

しか し、高校生 の 中に も、差異化 ・分化が進行

して 、画
一的には語れ な い 現実 もあ る。

　高校生 の 進路意識 を分化 させ て い る第 1 の

要因 は、業績主義 （メ リ ッ ト）的なも の で あ る 。

高校生 を学校 グ ル ープ と成績で 9 っ に 分 け て

検討 して 見る と 、 最上位 の A グル
ー

プ校で成績

上位の 生徒 は 、親の 学歴 が 高 く、難 関大学 を 目

指 し
、 学校の 授業に真面 目に取 り組み 、 授業へ

の 満足度が高 く、部活や友人 へ の満足 度も高 く、

学校生活全体が 楽 しい と感 じて い る 。 自我像 も

明る い 。受験 の 為に い ろ い ろ なこ とを犠牲 に し

て暗い 生活 を送 っ て い るわ け で はな い
。 大学選

択 の理 由も、就職や遊び の ため とい うの で は な

く、 専門 の 勉強 の た め とい う明確な問題意識 を

持 っ て い る 。 親に頼 り自分ゐ身辺 の 自立に欠 け

る とい う問題 は あるが、自分 の 将来 につ い て も

し っ か りと目標 をもっ て い る生徒た ちで あ る 。

最下位の C グル ープ校で 成績 の 下位の 生徒は、

勉強に熱心に打 ち込 んで い るわ け で は な い
。 部

活 へ の 参加 も中途 半端 で あ る 。 現在の 高校 が第

1志望 の 学校で なく、学校生活全体が あま り楽

しくな い
。 高校 卒業後は入れ る大学や短 大 、場

合 に よっ ては 専門学校や就職 して もよ い と考

え て い る。大学に行 くとし て も、そ れ は勉強 の

た め と い うよ りは 、 就職 に有利 にす るた め で あ

っ た り、自由な時 間に バ イ トをした り遊んだ り

す るた め で あ る 。

　 第 2 の 分化 は 、性差に よる も の であ る 。 男子

に 比 べ 女子の 方が 大学入 学動機 に積極的な姿

勢が 見られ る。女子に多い の は 、「や りた い 勉

強が で き る」 （女子 45．6％ ．男子 3L9 ％）、「専

門 的 な知識 が 学 べ る 」 （女 子 49．7％ 、男子

37．1％）、「資格 を取 る 」 （女子 35．9％ 、男 子

2L　3°

／o ）、「将 来の 仕事 に つ なげた い 」 （女子

64．6％、男子 49．　8％） などで あ る．また 「大

学の 知名度」 よ り 「自分の 希望す る学部」 を優

先す る とい うも の は女子 に多い （女子 88．0％、

男子 79．5％）。し か し、第
一一

志望の 大学 ・短大

に入 れ なか っ た時 、「浪人する 」 は男子 28．3％
に対 し て女子 14．9％ と少ない 。女子 には浪人

忌避 の規範が ある。女子 の 浪人は将来 の 就職 に

も結婚に も不 利に働 く。こ の 女子 の 浪人忌避の

規範 の 存在 が、浪人 しない と難関大学には入 れ

な い とい う高校教育や入試 の 仕組み とあ い ま

っ て 、女子 の 低 い 4 年制 大学進学率や 難関大学
へ の 進学率 の 低 さを作 り出 し て い る。 18 歳人

口 の 減少 の 中で 、4 年制 大学 へ の 現役入 学率が

上が れば男女差 は縮小 し、4 年制大学や難関大

学に進学す る女子 も増加す る で あ ろ う。

　 その 他 さま ざま な要因に よ っ て 、高校生の 進

学意識 が差異化 ・分化 し て い る 。 親の 学歴 （高

学歴 の 親 の 子 どもの 方が 4 年制大学志望や難

関大学大学志 望が 高い 、職業ア ス ピ レーシ ョ ン

が高い な ど）、地域別 （東 日本 と西 日本、都 市

と農村の 進学意識 の 違い 〉、入 学した 高校が第

1志望の 高校 か ど うか に よ る違 い （第 2 志望 の

高校 に入 りや る気 をな くす場合、逆に 成績が よ

く自信を つ け難関 大学を 目指す場合 が あ る な

ど）、専攻別 の 大学選択 ・学部選択理由の違 い

（理 系は勉強志向 で 、文 系は遊び志 向な ど）が

考え られ る。

　高校格差 ・成績と い っ た業績 （メ リ ッ ト）を

基点 に して 、それに 親の 階層、ジ ェ ン ダー、生

徒文 化 、 進路指導、大学選抜方式等が複雑に絡

み合い 、高校生の 進路意識は分化、差異化 して

い る。

　そ の よ うな 中で 、 どの よ うな進路指導や大学

入 学選 抜が行 な われ る の 好ま し い の か が 、ま さ

に考 えられ なくて はな らない 。

　　　　　　　　　　　　　　　　 （武内清）

（本発 表 は、モ ノ グラ フ 高校 生 Vo　L57『大学受

験の 「現在」』ベ ネ ッ セ 教育研究所 、1999年の

再分析で あ る）
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3．高校生 の 進 学意識規定要 因 の 分析

3・1　は じめに

　本節で は 、前者 の 問題 をふ まえつ っ 、デー
タ

を もとに しなが ら、実際に進 学意識構造を分化

させ る要因に つ い て 、細か く検討 して い きた い
。

　着 目す べ き点 と して は 、まず本調査 対象 とな

っ た高校生 の 大半が、
一

般入 試 （学カ
ー斉筆記

試験 ）を希望 して い る こ と で あ る。特に 、セ ン

タ
ー試験型で の 受験を希望 して い る 。 最近 で は 、

私 立大 学も セ ≧タ
」

試験 へ の 参入 を多 く果 た

してお り、必 ず しも国立大学志 向を表 して い る

サ ン プ ル とは い えない が、ともか くも、一般入

試受験 を強 く意識す る層で ある。こ れ は 入 学者

数 が増大 し て い る推薦入 試等 の 希 望者 とは異

な っ た層 で ある 。
マ ス 化 し た 高等教育選 抜社会

にお い て もな お筆記試 験 で 難関大学等を 目指

す エ リ
ー

ト機関参 入者 の 意識 と い え よ う。

　こ れ まで 、マ ス ーエ リー トの 進路意識 の 差異

を検討 した研究 が い くつ か あ るが、エ リー ト内

の 分化構造 を検討 し た 研究は少 な い
。

エ リ
ー

ト

機関 を 目指す人 々 内 部で も多層 に 分化す る現

代の 高校生 の 進路意識 を明 らか に し た い
。

　ま た、各地 方有数 の エ リー ト公立 高校 を対象

と し た、全 国規模で の 調 査も他 に はな い 貴重な

データ で ある こ とも強調 し て おきたい。

　 こ の よ うな 特微を もっ 高校生 の 進学意識 を

分化 させ る要 因 を提示 し、分化 をもた らす要 因

の 規定力 に っ い て検討 ・分析 して い く。

3・2　進学意識 の 規定要 因

　 これま で 、い くつ か存在す る高校生 の進学意

識研究 の 視点を、以 下 の 3 点に大別す る こ とが

で きる。下に これ らの 視点を検討す る際の 具体

的な指標項 目も加 え て み た （下線部は本分析で

使用する項 目）。

  高校ラ ン ク （＝ 学校 グ ル
ー

プ）

　　　学力 レ ベ ル （有名大学 へ の 進学数）

　　　進路志望時期 （進 学ア ス ピ レ
ーシ ョ ン ）

　　　学校 ・生徒文化

  性別差

　　　文 系 ・理 系

　　　将来 目標

　　　　a 　職 業ア ス ピ レ
ー

シ ョ ン

　　　　b　結婚後の 家庭に つ い て

  出身階層

　　　塞塑 （経済力〉

　　　盤 歴 （父母 高 【F ・M 】低 【f・m 】）

　こ の 3 点 は 、それ ぞれ 独立 した軸をあ らわ し

て い るわ け で もな い
。 む しろ非常に高 い 相関 を

伴い なが ら、検討 され て きた もの で ある 。 従来

の トラ ッ キ ン グ ・生徒文化研 究で は、  出身階

層が、  高校 ラ ン ク を規定 し 、
こ れ らが 階層再

生 産装置 と し て 機能 し て い る こ とを明 らか に

し た 。   の 性別 差は 、   と  に潜在的に 内在す

るもの と位置づ け られ る。中で も、性別 に よ る

「社 会化 」 の 異な る過 程 を 強調す る ジ ェ ン ダ
ー ・トラ ッ キ ン グ研究が ある （図 3−1 参照）。

図 3−1　従来の 進学意識規定構造 モ デル

　　　　　  性別差

　　　　　↓　　 ↓

  出身階層　→   高校 ラ ン ク　 → 進学意識

　 しか しなが ら、現在は上記の よ うな過程が破

綻 したの で は な い か とい う疑 問 もあが っ て い

る。例 えば、「．トラ ッ キ ン グ の 弛緩」 仮説 （樋

田 ら，2000） の よ うに、か つ て の よ うに学校

ラ ン ク の媒介を伴わずに 、高校生 の 進路選択が

行 なわれ て い る の で は な い か とい う見解が あ

る。ま た 、学習時間 の 長 さを指標 とし て 、学校

効果を経ない 、出身階層に よる規定が報 告 され

て い る （苅谷，2000）。階層再生 産に 高校ラ ン

ク の 機能が弱 くな っ た こ とを示 唆す る 。

　それで は、進学意識 に  出身階層 の 影響力が

あ る と い う場合、こ れ ま で 中間的位置に あ っ た

  高校 ラ ン クや   性別 差 は どの くら い 弱 くな

っ た とい える の で あろうか 。規定力 の 弱 さが主

張 され る の な らば 、どの よ うな結果な の か 検討

を行 う必要性が出て くる。

　そ こ で 、そ れ ぞれ の 視点 を独 立 させ る とい う

方法を用 い て 、進学意識を分化 させ る要 因 と し

て 何が 規定する の か み て い く（図 3−2　参照）。

図 3−2　現在 の 進学意識規定構造モ デ ル

  出身階層　 　 → 　進学

  性 別差 　　　　→ 　　　　 （浪人忌 避 ）

  高校ラ ン ク　　 → 　意識

3−3　分析

　進学意識 の 分化 を示 す指標 と して、こ こ では 、
「どの よ うな進学希望 （難関 4 年制大学 ・普通

の 4 年制 大学 ・短期大学等）」 を用 い る 。 併せ

て 、仮に 第 1 志望の 大学に合格で きなか っ た際

の 進路選 択 （浪人 をす る ・第 2志望 の 大学に入

学す る
・第 2 志望の 大学に入 っ て 来年再受験を

す る）に つ い て （「浪人忌避 意識 」）も、ど の よ

うに 考え られ て い る か 、それ ぞれ の 属性に よ っ

て 特 徴がみ られ る の かみ て い く。 こ の 結果を高

校 生の 進学意欲 ・
目標 を判断する材料 としたい 。
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3・3・1　高校 ラ ン クに よる進学 ・浪人忌避

表 3・1 進学 ・浪人 忌 避 × 高校 ラ ン ク （セ ル 内は ％）

3・3・2　性別差に よる進学 ・浪人忌避
表 3−2 進 学 ・浪人 忌避 × 性 （セ ル 内 は ％ ）

3−3−4　進学 ・浪人忌避 を強 く規定する要 因

　ク ロ ス 表 よ り 、 どの 要 因か らで も進学意識 は

大き く分化 （重層化）し て い る。それ で は、こ

れ ら の 意識 を規定 す る最も重要 な要 因 は何 か

をみ るべ く、ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回帰分析 を行 っ た 。

表 3−5 進 学 を強 く規 定す る 要 因

性 別 難関4大 一
般4大 短 大 専門学 就職 他 N   0．の

男 46，止 43．10 ．63 ．82 ．73 ．72188
女 34．138 ．99 ．9lL82 ．52 ．72053

合計 40．34n5 ，17 ．72 ．63 ．34241
カイ2乗　313．382 自由度 5 く0．001

性 別 浪人 2志望 受 門学 就職 　 他 N 〔100．0）
男 28，348 ．72 ．05 ．77 ，3　 8．01997
女 1斗．965 ．5L87 、74 ．5　 5，71742

合計 22，156 ．51 ．96 、66 ．0　 6．93739
カイ2乗　 148，407 自由度 5p く0．001

3−3 −3　出身階層別 に よ る進学 ・浪人 忌避

ft　3・3　進学 × 出身階層 （セ ル 内 は ％ ）

難関4大進学　　　　難関4大‘1
（独 立 変数 ）　　　　　　　　　　　　　　一

性 別　　 　　 　 　 性 （男＝0 女司 ）

高校ラン ク　 ラン クA （A＝1 以外＝D）
出 身 父 学歴 （高専・大卒≡1 以外 ； D）

階層 母 学歴 （短 大・大 卒；1 以外＝D）

　　　 　　 家庭 （豊か ＝1 以外＝ 
　 　 　 　CQnstant
−2 レ ）gLikelihODd

Model 　Chi−Squ日∫e

　　　一
有意水 準 ＊

難関4 雄 1 それ 以 外の 大 学＝0

　 　 　 　 回 帰係 数 　　Exp（B）

　 　 　 　 　
−O．361　＊＊　0．697

　 　 　 　 　 1．533 　＊＊ 　4．633
　 　 　 　 　 0．156　　　　1，168
　 　 　 　 　 0．013　　　 1．Ol3

　 　 　 　 　 0．463 　＊＊　1，588

　 　 　 　 　
−O．740　＊ ＊

　 　 　 　 3236．050
　 　 　 　 404．209　＊ ＊

　 　 　 　 N＝2634

有意水 準 ＊ p＜0，05 ＊＊ pく0，01

表 3−6　浪人 忌避 意識 を強 く規 定 す る 要 因

表 3・4　浪人 忌避 x 出身階層 （セ ル 内は ％〉

浪人忌避

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （独 立 変数）

性 別 　　　 　　　 性 （男＝0 女＝P
高 校 ラン ク　 ラン クA（A＝1 以 外＝O）

出身 父 学歴 （高専・大 卒＝1 以外＝dコ）

階層 母学歴 （短大・大卒＝1 以 外＝O）

　　　　　 家庭 （豊か≡1 以 外二ω
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Constant

　 　 　 　 　 　 　
−2LQ9 しikelihOd〕d

　 　 　 　 　 　 Mode 艮 Chi−Square

・＝1 浪 人 す る・再 受験＝0
匙） 回帰係数 Exp（B）

P0 ．905 孵 2，473一
）） 一〇．了了4 紳 0．461一
））

一
〇．328 ＊＊ 0，720

〕） 0．1241 ．132
，） 一〇．0560 ．946一
ntLOO5 ＊＊

〕d2437 ・8蕁2

re172 ．491 ＊＊

N＝2169

準 ＊ pく0．05 ＊ ＊ P＜0，01

3・4　ま とめ

　ク ロ ス 分析 ・回帰分析の 結果、進学意識 の 規

定要 因 とし て、以 下 の こ とが明 らか に な っ た 。

  高校 ラ ン ク に よる進学意識 の 分化規定力

　　は依然 とし て 本生徒た ちに強 く存在す る

  性別 の影響は 、 女子 に浪人忌 避 を強 く感 じ

　　させ 、これ は 高校 ラ ン ク以 上で ある

  出身階層 （二 家庭 の 豊か さ）の 影響 も  高

　　校 ラ ン クや   性別 に比 べ れ ば 弱 い 部分 で

　　ある が、み る こ とがで きる

　出身階層を高校 ラ ン クに転化 し、受験社会 に

勝ち上 が っ て い く構 図が現代 も維持 され て い

る とみ る こ とが で きる。こ の よ うに、エ リー ト

公 立 高校生 た ちは 、出身・性別 ・高校ラ ン ク （学

校文 化 ）が複雑に絡み合 っ た状況の 中で、「望

ま し い 」 進路 トラ ッ クを探索 して い る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（浜 島幸司）

　分析に 関す る詳細データや参考文 献等 につ い て は報

告 時配 布 レ ジ ュ メ を 参 照 され た い 。
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